
問

市
は
、
こ
れ
ま
で
「
歩

い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
作

り
」
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
」を
目
指
し
て
き
た
が
、

新
た
に
、
茅
原
地
区
へ
の

開
発
を
す
す
め
よ
う
と
し

て
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
作
り
と
の
整
合
性
が

取
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

城
下
町
と
し
て
の
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
を
生
か

す
と
し
て
き
だ
が
、
公
共

的
施
設
や
内
川
の
橋
な
ど

は
そ
の
方
向
性
と
一
致
し

な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
景
観
・
町
並
み

づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。

建
設
部
長

城
下
町
を
基

盤
と
し
た
歴
史
と
文
化
の

体
現
が
本
市
景
観
の
特

徴
。近

年
整
備
の
公
共
建
築

物
は
安
易
に
歴
史
的
な
建

物
に
迎
合
・
模
倣
せ
ず
、

そ
の
時
代
の
文
化
と
技
術

を
反
映
さ
せ
た
建
築
・
施

設
整
備
を
行
う
こ
と
が
後

世
に
伝
え
る
も
の
と
な

る
。今

後
も
景
観
計
画
に
沿

っ
て
町
並
み
と
調
和
し
た

も
の
に
し
て
い
く
。

問

市
が
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
最
適
地
と
し
て
計

画
し
て
い
る
地
区
の
地
元

住
民
の
思
い
を
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
も
含
め
て
の
判

断
が
必
要
。

予
定
地
は
、
地
域
の
里

山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
所
。

養
豚
団
地
の
糞
尿
に
よ

る
環
境
汚
染
問
題
、
ゴ
ル

フ
場
建
設
計
画
問
題
、
隣

接
す
る
西
目
地
区
の
産
業

廃
棄
物
処
理
に
よ
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
問
題
な
ど
紛
糾

し
た
地
域
。

周
辺
地
区
も
巻
き
込
ん

で
地
域
を
二
分
す
る
よ
う

な
事
が
続
い
て
き
た
地
域

で
あ
り
、
も
う
、
そ
の
よ

う
な
事
は
し
た
く
な
い
と

い
う
思
い
が
強
い
。

そ
う
し
た
地
元
住
民
の

声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

て
対
処
す
べ
き
。

地
域
住
民
の
理
解
が
す

す
ん
で
お
ら
ず
合
意
を
前

提
と
す
る
こ
と
。

他
の
候
補
地
も
検
討
す

べ
き
で
は
。

市
民
部
長

市
内
数
カ
所

の
候
補
地
の
状
況
を
確
認

し
優
位
と
判
断
し
た
上
郷

地
区
の
第
二
段
階
の
事
前

調
査
実
施
の
た
め
の
住
民

説
明
会
を
実
施
し
た
。

「
反
対
」
と
い
う
方
も

い
る
の
で
調
査
は
行
わ
ず

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

過
去
に
、
信
頼
関
係
に

も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
も
こ
と
伺
っ
て
お
り
、

事
前
調
査
の
た
め
の
理
解

と
合
意
を
得
る
努
力
に
努

め
て
ゆ
き
た
い
。
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県
内
企
業
と
労
働
者
の
苦
闘

価
の
引
き
下
げ
』
は
？
」
と
問
う
と
、

「
絶
え
ず
求
め
ら
れ
る
」
。
視
察
し
た

大
半
の
会
社
が
大
企
業
の
飽
く
な
き
利

益
追
求
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
▽
８
日(

火)

、
安
倍

内
閣
は
労
働
者
派
遣
法
大
改
悪
案
の
参

院
厚
生
労
働
委
員
会
で
の
採
決
を
強
行

し
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
こ
の
地
で
雇
用
を
守
っ
て
い
く
」

と
苦
闘
す
る
県
内
企
業
と
労
働
者
の
努

力
が
報
わ
れ
る
経
済
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
日
本
共
産
党
の
衆
参
の
議

席
を
飛
躍
さ
せ
な
け
れ
ば
と
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽
９
月
２

日(

水)

か

ら

４

日

(

金)

ま
で
、

商
工
労
働

観
光
常
任

委
員
会
の
庄
内
・
最
上
地
域
視
察
に
参

加
し
ま
し
た
。
視
察
先
は
、
民
間
会
社

４
社
、
新
庄
中
核
工
業
団
地
、
鶴
岡
商

工
会
議
所
。
▽
航
空
機
の
機
材
製
造
会

社
は
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
シ
ェ
ア

を
占
め
、
「

年
後
ま
で
フ
ル
操
業
が

10

見
込
め
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
単
価

が
非
常
に
安
く
、
従
業
員
の
賃
金
は
低

い
」
と
言
い
ま
す
。「
親
会
社
か
ら
『
単

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
①
中
心
市
街
地
等
の
ま

ち
づ
く
り
、
②
上
郷
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

景
観
・
町
並
み
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
は

中
心
商
店
街
の
新
た
な
事
業
展
開
は

問

中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
事
業
の
中
で
も
特
に

「
中
心
商
店
街
活
性
化
事

業
」
の
未
実
施
の
事
業
に

つ
い
て
の
今
後
の
見
通

し
、
新
た
な
事
業
展
開
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

ま
た
、
商
店
街
の
ま
ち

づ
く
り
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
配
置
の
見
通
し
は
。

商
工
観
光
部
長

ソ
フ
ト

事
業
は

事
業
全
て
取
り

20

組
ん
で
お
り
、
新
た
な
活

性
化
研
修
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
「
ま
ち
な
か
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
」
に
取

り
組
む
。

ハ
ー
ド
事
業
は
７
事
業

が
未
実
施
で
あ
り
第
２
期

計
画
に
策
定
に
む
け
取
り

組
む
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は

「
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
」

が
育
つ
よ
う
支
援
す
る
。

合
併

年
、
市
長
は
声
を
聞
く
べ
き

10

問

今
年
は
合
併
し
て
10

年
の
節
目
の
年
。

良
く
な
っ
た
点
、
新
た

な
課
題
等
、
市
長
自
ら
が

説
明
し
、
声
を
聞
き
、
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と

が
大
事
で
は
。

総
務
部
長

市
長
と
語
る

会
、
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
要
望
、
声
を
聞
い
て
活

か
し
て
い
る
。

旧
町
村
５
地
域
で
も
毎

年
、
語
る
会
を
開
催
し
て

い
る
。

引
き
続
き
、
市
民
と
の

意
見
交
換
・
対
話
を
通
じ

て
市
民
の
総
合
力
を
発
揮

で
き
る
市
政
運
営
を
行

う
。

廃
棄
物
処
分
場
、
住
民
の
合
意
を
前
提
に



前
号
に
掲
載
し
た
菅
井

巌
議
員
の
総
括
質
問
に
対

す
る
榎
本
政
規
市
長
の
答

弁
の
大
要
は
、
次
の
通
り

で
す
。

問

米
価
下
落
対
策
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
撤
退
に
つ
い
て

市
長

年
産
の
生
産
調

27

整
は
「
深
堀
」
の
実
施
で
、

全
国
的
に
米
が
減
産
さ
れ

需
給
改
善
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
飼
料
用
米
増
産
の

支
援
策
も
講
じ
て
お
り
需

給
調
整
の
効
果
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。過

剰
米
の
買
い
入
れ

は
、
次
年
産
以
降
の
生
産

者
側
の
自
主
的
な
取
り
組

み
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
適
切
で

は
な
い
と
考
え
る
。

米
価
下
落
は
本
市
農
業

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
認
識
し
て
お
り
、
市
独

自
の
価
格
補
填
的
な
支
援

は
困
難
と
し
て
も
、
国
、

県
、
Ｊ
Ａ
等
と
協
力
し
、

需
給
調
整
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
に
取
組
む
。

不
足
払
い
制
度
は
、
農

業
経
営
体
に
着
目
し
た
制

度
で
あ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
的
な
制
度
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
「
収
入
保

険
制
度
」
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
状
況
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
、
よ
り
良
い

制
度
に
な
る
よ
う
現
場
の

声
を
伝
え
て
ゆ
き
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
な

ど
と
の
協
議
に
お
い
て
、

国
会
決
議
で
聖
域
確
保
を

求
め
て
い
る
重
要
５
品
目

に
つ
い
て
も
一
定
の
市
場

開
放
を
容
認
し
て
お
り
、

本
市
と
し
て
も
非
常
に
遺

憾
に
感
じ
て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
、
制
度
運
用
の
延
期
・

中
止
に
つ
い
て

市
長

メ
リ
ッ
ト
と
し
て

行
政
手
続
き
の
簡
素
化
と

行
政
事
務
の
効
率
化
、
そ

れ
に
伴
う
市
民
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
、
社
会
保
障

の
適
正
な
給
付
と
負
担
確

保
、
個
々
の
き
め
細
や
か

な
支
援
が
可
能
と
捉
え
て

い
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
番
号
の

漏
え
い
、
不
正
利
用
な
ど

の
恐
れ
、
シ
ス
テ
ム
へ
の

悪
意
を
持
っ
た
攻
撃
な

ど
、
リ
ス
ク
が
危
惧
さ
れ

て
お
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
は
全
て
の
自
治
体
の

課
題
。

国
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
理
解
し
て
お
り
、
市
と

し
て
も
円
滑
な
運
用
が
出

る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

き
た
。

長
期
的
な
視
点
か
ら
い

ず
れ
必
要
な
制
度
と
考
え

て
お
り
、
国
、
県
等
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
制
度
を

推
進
し
て
参
り
た
い
。

問

公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
指
定
管
理
制
度
採
用
は

止
め
よ

市
長

指
定
管
理
者
か
ら

の
実
績
報
告
な
ど
で
状
況

や
課
題
を
把
握
、
担
当
者

と
の
協
議
等
で
情
報
交
換

を
行
い
、
改
善
点
に
つ
い

て
は
対
応
し
て
い
る
。

制
度
に
よ
る
管
理
運
営

が
適
し
て
い
る
か
、
判
断

し
た
上
で
指
定
管
理
を
実

施
し
て
お
り
、
保
育
園
や

児
童
館
な
ど
の
福
祉
分
野

の
施
設
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
も
と
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
と
良
好
な
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

今
後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
を
考
慮
の
う

え
、
十
分
に
検
討
し
な
が

ら
指
定
管
理
制
度
を
導
入

し
て
ゆ
く
考
え
。

問

平
成

年
決
算

消

26

費
税
負
担
増
に
苦
し
む
市

民
負
担
の
軽
減
、
住
民
福

祉
に
応
え
よ

市
長

施
設
の
使
用
料
や

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

に
伴
う
維
持
管
理
経
費
の

増
加
経
費
分
を
増
額
し
た

も
の
。

各
種
施
設
の
改
修
な
ど

に
つ
い
て
は
、
必
要
性
や

緊
急
性
な
ど
を
個
々
に
判

断
し
、優
先
度
を
考
慮
し
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
同
様
に
進
め
る
。

昨
年
度
は
中
学
３
年
生

以
下
医
療
費
無
料
化
を
ス

タ
ー
ト
し
、
全
体
予
算
を

調
整
し
な
が
ら
必
要
な
施

策
を
講
じ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
複
雑
化
、
市
の
政
策

分
野
は
広
範
で
多
岐
に
わ

た
る
。

来
年
度
か
ら
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
に
減
額
と
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
が
確
実

で
、
将
来
の
た
め
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
決
算
剰
余
金
を
基
金

と
し
て
積
み
立
て
て
お
く

こ
と
は
市
政
を
預
か
る
者

の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月3日入札分

・市公共下水道事業 汚水2-5号新設工事（鼠ヶ関地内）
(株)アツケン 2,750,000円（2,760,000円）工期～11/9（落札率99.6％）
・市公共下水道事業 汚水1H036～049号新設工事（井岡地内）
北斗建設(株) 14,400,000円（14,886,000円）工期～28/1/29（落札率96.7％）
・平成27年度 鶴岡市集落排水事業 上郷地区(機能強化対策)管路施
設改修工事（大広地内他）
山形空調(株) 21,087,000円（23,430,000円）工期～28/2/26（落札率90.0％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月3日入札分

・木野俣線道路改良工事（木野俣地内）
(株)マルゴ 31,480,000円（31,798,000円）工期～12/25（落札率99.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月3日入札分

・丸岡城跡史跡公園ガイダンス施設(仮称)建築機械設備工事
(有)東管工業 4,670,000円（4,700,000円）工期～28/1/29（落札率99.4％）
・丸岡城跡史跡公園ガイダンス施設(仮称)建築電気設備工事
(有)斎藤電気工事店 2,980,000円（3,210,000円）工期～28/1/29（落札率92.8％）

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン
―

選
択
す
る
人
々
」
が
鶴
岡

で
上
映
さ
れ
ま
す
。

「
被
ば
く
」
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
た
た
か

う
母
た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
す
。

９
月

日
か
ら

月
２
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日
ま
で
鶴
岡
ま
ち
な
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キ

ネ
マ
で
上
映
し
ま
す
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日
は
、
鎌
仲
ひ
と
み
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監
督
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。

平成の大合併とこれからの地域づくり
～真の地方創生を考える～

日時 ９月２４日（木）午後６時３０分～９時
会場 鶴岡市勤労者会館大ホール

自治体問題研究所理事長講師 岡田知弘氏（京都大学大学院経済学研究科教授）

報告 日本共産党市議団「合併１０年を迎えた鶴岡市政」
他、地域・団体から

主催 県議会議員関徹事務所
お問い合わせ 電話：０９０－２９９６－４１３８（関） ＦＡＸ：０２３５－２４－４０９６

E-mail：ｓｅｋｉｄｅｓｕ＠ａｇａｔｅ．ｐｌａｌａ．ｏｒ．ｊｐ

「
被
ば
く
」
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン
」
上
映
へ

日
か
ら
来
月
２
日
ま
で
鶴
岡
ま
ち
キ
ネ
で
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